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ご略歴
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澤口 学 様

慶応義塾大学工学部数理工学科卒業、
早稲田大学理工学研究科後期博士課程修了、博士(工学)
産業能率大学総合研究所教授(2004-2009)
同大学経営学部教授(2009-2010)
その後、早稲田大学大学院創造理工学研究科
経営デザイン専攻教授(2010-2015)、客員教授(2015-2017)
立命館大学大学院テクノロジーマネジメント研究科客員教授(2018-2019)
同大学テクノロジーマネジメント研究科教授(2019-)に就任し、現在に至る。
その他に、早稲田大学理工学術院非常勤講師

(有)バリューイノベーション研究所取締役・所⾧
公益社団法人日本VE協会参与・バリュー・デザインラボ所⾧
NPO法人日本TRIZ協会副理事⾧
ジオマテック(株)取締役(社外)
など歴任

立命館大学大学院テクノロジーマネージメント研究科教授
日本バリュー・エンジニアリング協会 バリューデザイン・ラボ所⾧
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業務シナリオとは？ IVRA-Nextから

★業務の流れをまとまった単位で切り出した

業務シナリオを活用する。いわゆるシナリオとは、

演劇や小説における筋書きである。シナリオには

作者が存在し、作者の意図によって記述された

ものではあるが、その内容は現実に存在するもの

存在しそうなもので構成されている。
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IVRA-Next
Ｐ１４参照
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業務シナリオ 超入門
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AS-IS
現時点でのあるがままの姿

TO-BE
こうあるべき、こうでなければいけない

✓ 役者
✓ 活動
✓ モノ
✓ 情報
✓ データ
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各ＷＧの発表の流れ

•発表時間は各ＷＧ２０分です。

•大まかな流れは、以下の様になります。
✓現状課題と目指す姿

✓実証実験シナリオ

✓システムの構成

✓実証実験の結果

✓成果と今後の課題

•各ＷＧの見どころ、押さえどころはムービーにて紹介し
ます。

• ヒト/コト/データ/情報を16チャートをして説明する場
合があります。詳しくは次ページで紹介します。
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スマートシンキングとEROTサイクル

System

Exploration 

問題発見

TO-BE

モデル
System

Recognition

問題共有

CAN-BE 

モデル

System

Orchestration

課題設定

System 

Transformation

課題解決

ｽﾃｰｼﾞ 1

ｽﾃｰｼﾞ 2

ｽﾃｰｼﾞ 4

ｽﾃｰｼﾞ 3

AS-IS 

モデル

CAN-DO

モデル

どのようになれたか
どうやっているのか

どうあって
欲しいのかどのようにできるのか
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業務シナリオ合同WG発表 セッションテーマ
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データ共有が奏でる未来の世界
Future world that data sharing Opens up

可視化が創る効率生産
Efficient production Organized by visualization

AI装い現場改革
On-site reform accompanied by AI

デジタルで操る匠の職場
Takumi's workplace that digitally is Operated

操

装

奏

創

セッション

A

セッション

B

セッション

C

セッション

D

これ以降は、セッションDについてのご説明です
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可視化の必要性

私の考える可視化とは
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効率的な生産を行うため

インディケーター（指標）を測定し

早期のアクションにより問題を未然に防ぐ

更には

コントロールにより

より高いレベルに引き上げるという

マネジメントを行うためのもの

マネジメントの伴わない自己満足の可視化は勿体ない
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今回の発表テーマの位置づけ
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5A05

品質保証と工程設計に
おける見える化と
ボトルネック改善

5C01
工程能力の可視化

5B02
設備機の保守に関する情報を、
見える化する

5C06
設計・製造間の連携効率化

稼働・品質向上へのマネジメント

加工組立工程
の作業時間を把握し
品質との相関を見る

加工機制御装置の
ファンモーターを
センシングし
故障予知

３Dモデルから
加工時間自動を自動で
見積もり確実な納期回答

３Dモデルから
計画基準時間算出
計画順守率向上
内製取り込み拡大

ｶﾒﾗから自動で
作業時間を算出し
作業ﾛｽ排除、現場記録廃止

製造情報

作業情報 品質情報

設計情報

工程情報

コスト・納期管理向上へのマネジメント

可視化
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業務シナリオWGタイトル 参加企業

5A05
品質保証と工程設計における
見える化とボトルネック改善

日立 ほか

5C01 工程能力の可視化 神戸製鋼所 ほか

5B02
設備機の保守に関する情報を、
見える化する

CKD ほか

5C06 設計・製造間の連携効率化 ニコン ほか
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D セッションのWGタイトル


